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シンガポール SingHealth and Duke NUS  

〜東北大学と東北大学病院への認知症スタディツアー2025〜 

 

2025 年 7 月 7 日〜11 日の 5 日間、シンガポールを代表する総合病院と大学である、SingHealth 

と Duke NUS からの医療チーム 7 名が、東北大学と東北大学病院へスタディツアーに訪れまし

た。このツアーは、脳神経内科、老年内科、精神科、家庭医学科という多分野の医師 5 名と看

護師 1 名、心理士 1 名からなる多職種チームで、「認知症に関連した研修」を目的としています。

認知症は、日本でも同様なのですが、病院での医療で完結する要素は多くなく、患者さんの地

域での生活を支えるケア、また、高齢者全体の健康を考えるという視点を持つことも大切です。

また、難治な病気といえる「認知症」を克服あるいは予防するための医学研究も重要ですし、

研究を支援し発展させ、社会へ還元していくための組織の構築も欠かせません。日本は、世界

の最長寿国でもあり、超高齢化社会であり、それに対応した医療・社会構造改革を世界で最も

早く試みている国でもあります。シンガポールも今後迎える高齢化を予想して、この日本から

認知症に関する学びを得たい、とツアーの意図がありました。 

 

また、東北大学、東北大学病院は、2024 年 11 月に、世界トップレベルの研究を行う「国際卓

越研究大学」の認定を受けました。また、2025 年に東北大学病院では、国際医療センターを改

組しました。認知症を含めた診療や研究の全ては、国際的な視点を持ち、グローバル・ヘルス

とウェル・ビーイングを目指すべき時代にありますが、特に東北大学と東北大学病院は、まさ

にこの潮流に乗っています。そこで、私達は、シンガポールの仲間からのスタディツアー先と

して選ばれたことを感謝しつつ、「認知症に関する多角的な学び」が得られるよう、多数の研究

室や診療科、研究者、スタッフ達とこのツアーを企画しました。 
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7 月 7 日（月） 

宮城県七ケ浜町は、2011 年の東日本大震災の被災の後、東北大学メディカル・バイオバン

ク機構と共同の健 康 増 進 プ ロ ジ ェ ク ト を 行 っ て き た 自 治 体 で す 。 震 災 後 よ り 同 町 の 住

民 の 精 神 医 学 相 談 事 業 に も 関 わ っ て き た 富 田 博 秋 教 授 （ 現 在 、 東 北 大 学 大 学 院 医 学

系 研 究 科  精 神 神 経 学 分 野 ） の 案 内 の も と 、 七 ケ 浜 町 の 町 長 ・ 寺 澤 薫 氏 を は じ め と す

る 町 職 員 ・ 町 民 の 方 々 の 協 力 を 得 て 、 ス タ デ ィ ツ ア ー の 初 日 の プ ロ グ ラ ム が 始 ま り

ま し た 。  

 

七 ヶ 浜 国 際 村 に 到 着 す る と 、 寺 澤 町 長 ら が 迎 え て く だ さ い ま し た 。  
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シ ン ガ ポ ー ル か ら の ス タ デ ィ ツ ア ー メ ン バ ー と 記 念 撮 影 .  右 か ら 4 人 目 に 寺 澤 薫 ・

七 ヶ 浜 町 長 、 右 か ら 3 人 目 、 中 西 三 春 先 生 、 左 か ら 3 人 目 、 富 田 博 秋 先 生 .   

七 ケ 浜 町 に は 、 津 波 で 被 災 し た 保 育 所 の 再 建 の た め に 、 シ ン ガ ポ ー ル 赤 十 字 社 か ら

大 き な 支 援 を 頂 き 、 2 0 1 6 年 に は 再 建 後 の 保 育 所 に シ ン ガ ポ ー ル の タ ン 大 統 領 が 訪

問 し た 御 縁 が あ り ま し た 。 そ の た め 、 七 ケ 浜 町 は 、 今 回 の シ ン ガ ポ ー ル ス タ デ ィ ツ

ア ー か ら の 「 日 本 の 地 域 で の 認 知 症 の 予 防 や ケ ア を 学 び た い 」 と い う リ ク エ ス ト を

快 く 受 け 入 れ て く れ ま し た 。  

 

七 ケ 浜 町 か ら は 、 健 康 福 祉 課 の 稲 田 超 さ ん 、 長 寿 社 会 課 の 其 山 あ り さ さ ん か ら 町 の

特 徴 や 町 民 の 健 康 に 関 す る 講 義 を し て も ら い ま し た 。 ま た 、 東 北 大 学 か ら は 大 学 院

医 学 系 研 究 科  精 神 神 経 学 分 野 の 富 田 博 秋 教 授 よ り 「 東 日 本 大 震 災 後 の 公 衆 精 神 衛 生 」

に つ い て 、 医 学 部 精 神 看 護 学 講 座 准 教 授 の 中 西 三 春 先 生 か ら 「 介 護 保 険 制 度 に つ い

て 」 の 講 義 が あ り ま し た 。 い ず れ の 講 義 も 、 日 本 な ら で は 、 ま た こ の 地 域 特 有 の 事

情 を 踏 ま え た 内 容 で あ り 、 認 知 症 患 者 も 含 め 健 康 を 支 え ケ ア を す る 我 が 国 の 仕 組 み

に 、 シ ン ガ ポ ー ル の 参 加 者 か ら 活 発 な 質 問 が 寄 せ ら れ ま し た 。  
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左 か ら 、 日 本 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 七 ケ 浜 町 の 旗 の 前 で 、 ス タ デ ィ ツ ア ー か ら 七 ヶ 浜 町

へ の 記 念 品 贈 呈 .   左 か ら 2 人 目 七 ケ 浜 町 保 健 師 の 其 山 さ ん 、 3 人 目 ス タ デ ィ ツ ア ー

プ ロ グ ラ ム を 作 成 い た だ い た 健 康 福 祉 課 の 稲 田 さ ん 、 4 人 目 ス タ デ ィ ツ ア ー リ ー ダ

ー の L a u r a  T a y 先 生 （ 老 年 内 科 ）、 5 人 目 事 務 局 の 伊 関 、 両 脇 の お 二 人 が 町 の 国 際

交 流 員 で 通 訳 と し て 大 活 躍 し て く れ ま し た 。  

 

日 本 に 独 特 の 制 度 と し て 介 護 保 険 制 度 が あ り ま す 。 こ の 仕 組 み の 中 で 、 介 護 を 受 け

る 状 態 を 予 防 し よ う と す る 「 介 護 予 防 事 業 」 が あ り 、 今 回 は 七 ケ 浜 町 の 要 害 地 区 の

健 康 づ く り の た め の 運 動 教 室 を 見 学 さ せ て も ら い ま し た 。 講 師 の 先 生 の 元 、 数 十 名

の 地 区 の 高 齢 者 が 、 音 楽 に 合 わ せ て 多 彩 な 運 動 を 2 時 間 行 っ て い ま す 。 椅 子 、 ボ ー

ル 等 を 使 っ て 、 個 人 差 が あ っ て も 安 全 に 各 自 が 行 う こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ た 体

操 を し て い ま し た 。 特 に 、 普 段 あ ま り 動 か さ な い 股 関 節 の 大 き な 動 き を 意 識 し た 動

き が 取 り 入 れ ら れ て い ま し た 。 七 ケ 浜 町 の オ リ ジ ナ ル 体 操 も あ り 、 シ ン ガ ポ ー ル か

ら の 参 加 者 も 一 緒 に 運 動 さ せ て も ら い ま し た 。 こ の 教 室 に 来 る 方 は 素 晴 ら し い 体 験

な の で す が 、 そ も そ も 「 参 加 し た が ら な い ・ し な い 住 民 」 は 男 性 が 多 く 、 健 康 づ く

り が 出

来 て い

な い と

い う 問

題 が あ

り ま す 。

シ ン ガ

ポ ー ル

の 地 域

で の 似

た よ う

な 事 業

で も 同

じ よ う
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な 非 参 加 者 の 問 題 が あ る と い い ま す 。 認 知 症 が あ る と 、 身 体 も 認 知 機 能 も 弱 い 状 態

に な っ て し ま う た め 、 認 知 症 に な る 前 で も な っ て か ら も 、 総 合 的 な 健 康 を 地 域 で 作

る こ と が 必 要 で す 。 こ れ ら の 問 題 点 を 共 有 し な が ら 、 シ ン ガ ポ ー ル か ら の 参 加 者 と

町 の 職 員 と の 間 で 質 疑 応 答 が あ り ま し た 。 体 操 教 室 に 参 加 し て い た 住 民 の 皆 様 、 町

職 員 の 皆 様 、 活 動 的 な ご 様 子 に ツ ア ー 参 加 者 の 皆 が 元 気 と 学 び を い た だ き ま し た 。

本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七 ケ 浜 町 要 害 地 区 で の 介 護 予 防 事 業 の ひ と つ 、 体 操 教 室 の 風 景  

七 ヶ 浜 町 は 「 七 ヶ 浜 国 際 村 」 と い う 素 晴 ら し い 施 設 を 持 っ て い ま す 。 こ れ は 、 海 と

丘 陵 地 と い う 恵 ま れ た 自 然 環 境 に 加 え 、 日 本 三 大 外 国 人 避 暑 地 が 開 設 さ れ た 地 で あ

る た め 国 際 交 流 の 歴 史 が あ り ま す 。 そ れ を 生 か し 、 7 月 7 日 に は 、 2 人 の 国 際 交 流

員 を 通 訳 と し て 配 置 し て 下 さ っ た 上 で 、 七 ヶ 浜 国 際 村 で 交 流 会 を 開 催 さ せ て も ら い

ま し た 。 晴 天 に も 恵 ま れ 、 国 際 村 か ら 望 む と 、 ビ ー チ と 空 の 美 し さ は 息 を 呑 む ほ ど
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で 、 予 定 さ れ た よ く あ る 観 光 地 に 来 る よ り も 、 素 晴 ら し い 体 験 を さ せ て も ら っ た と

思 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

七 ヶ 浜 国 際 村 施 設 を 見 学  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ ン ガ ポ ー ル か ら の ス タ デ ィ グ ル ー プ  
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七 ヶ 浜 国 際 村 の ホ ー ル か

ら 太 平 洋 を 望 む  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七 ヶ 浜 国 際 村 ホ ー ル で の 記 念 撮 影  

7 月 8 日 （ 火 ）  

東 北 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 長 ・ 医 学 部 長  石 井 直 人 教 授 と の 面 談  

石 井 先 生 か ら 歓 迎 の 意 が 示 さ れ た 後 、 シ ン ガ ポ ー ル か ら の ス タ デ ィ ツ ア ー の 目 的 や

達 成 に つ い て 意 見 交 換 が な さ れ ま し た 。 ス タ デ ィ ツ ア ー メ ン バ ー に よ る と 、 超 高 齢

化 社 会 の 体 験 を 世 界 に 先 駆 け て い る 日 本 に お い て 、 認 知 症 研 究 ・ 診 療 と そ の ケ ア か

ら 学 ぶ 意 義 が 大 き い と の こ と で す 。 特 に 宮 城 県 七 ヶ 浜 町 の 地 域 の 高 齢 者 ケ ア （ 介 護

予 防 事 業 ） を 見 学 し た 体 験 に よ り 、 高 齢 者 で は 男 性 が 特 に 引 き こ も り が ち で 社 会 参

加 が 少 な い と い っ た 、 シ ン ガ ポ ー ル に も 共 通 す る 普 遍 的 な 課 題 が あ る こ と が わ か っ
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た と 述 べ ら れ ま し た 。 地 域 の 核 を 担 う 東 北 大 学 も 、 メ デ ィ カ ル ・ バ イ オ バ ン ク 事 業

の よ う な 地 域 住 民 健 診 な ど を 介 し て 、 大 き く 関 与 し て い る 仕 組 み に 参 加 者 か ら 関 心

が 寄 せ ら れ て い る よ う で し た 。  

 

石 井 先 生 ( 前 列 右 か ら 2 人 目 ) と の 記 念 撮 影  
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7 月 8 日 （ 火 ）  

東 北 大 学 病 院 病 院 長 ・ 張 替 秀 郎 教 授 、 東 北 大 学 病 院 国 際 医 療 セ ン タ ー ・ 香 取 幸 夫 教

授 、 東 北 大 学 病 院 ・ エ ク ス ペ リ エ ン ス デ ザ イ ン & ア ラ イ ア ン ス オ フ ィ ス （ E D A S -

T UH ） デ ザ イ ン ヘ ッ ド ・ 中 川 敦 寛 教 授 と の 面 談  

 

東 北 大 学 病 院 の オ ー プ ン ベ ッ ド ラ ボ （ 課 題 解 決 型 研 究 開 発 実 証 フ ィ ー ル ド ） に お い

て 、 参 加 者 と の 面 談 が 行 わ れ ま し た 。 張 替 先 生 と 香 取 先 生 か ら は 、 東 北 大 学 病 院 訪

問 へ の 歓 迎 の 意 が 示 さ れ た 後 、 医 療 の 様 々 な 問 題 を 社 会 的 ・ 実 用 的 に 解 決 し よ う と

試 み 、 国 際 的 に も オ ー プ ン で あ ろ う と す る 東 北 大 学 病 院 の シ ス テ ム に つ い て 紹 介 が

あ り ま し た 。 中 川 先 生 か ら は 、 高 齢 化 社 会 で 生 じ る 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 と 高 齢 化 に

伴 い 対 応 す る こ と の 増 大 と 多 様 化 に よ る ミ ス マ ッ チ を 解 決 す る た め に 企 業 と 課 題 解

決 と 経 済 的 規 模 を 併 せ 持 つ 事 業 を 生 み 出 す 場 と し て の 機 能 を 医 療 機 関 が も つ さ ま ざ

ま な 取 り 組 み に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。 人 々 の 健 康 な ラ イ フ を 実 現 す る た め の バ

イ オ デ ザ イ ン に つ い て 、 都 市 型 高 齢 化 社 会 で あ る シ ン ガ ポ ー ル で も ま さ に そ の デ ザ

イ ン が 必 要 だ と 思 う 、 と 参 加 者 か ら 発 言 が あ り ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ ン ガ ポ ー ル か ら の 7 名 と オ ー プ ン ベ ッ ド ラ ボ で の 記 念 撮 影  
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右 か ら 中 川 敦 寛 先 生 、 香 取 幸 夫 先 生 、 張 替 秀 郎 先 生 、 Wi l b u r  Ko h 先 生 、 ツ ア ー の

リ ー ダ ー の L a u r a  T a y 先 生 、 A d e l i n e  N g 先 生 、 S i n e a d  W a n g  Z h e n 先 生 、

V a n e s s a  M o k 先 生 、 J a n i s  T ye 先 生 、 S i mo n  T i n g 先 生 、 伊 関 千 書  
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中 川 先 生 と シ ン ガ ポ ー ル 来 訪 者 と の 意 見 交 換         
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張 替 秀 郎 病 院 長 、 香 取 幸 夫 副 病 院 長 と の 意 見 交 換  

 

 

7 月 8 日 （ 火 ）  

東 北 大 学  東 北 メ デ ィ カ ル ・ メ ガ バ ン ク 機 構 ( T o M M o )  

寳 澤 篤 教 授 、 麦 倉 俊 司 教 授   

東 北 大 学 メ デ ィ カ ル ・ メ ガ バ ン ク 機 構 に は 、 2 0 1 1 年 3 月 1 1 日 の 東 日 本 大 震 災 の 被

災 地 の 地 域 医 療 再 建 と 健 康 支 援 の 目 的 が あ り ま す 。 現 在 ま で に 1 5 万 人 以 上 の 住 民

が 参 加 し て い る 、 日 本 最 大 級 の コ ホ ー ト 、 バ イ オ バ ン ク （ 医 療 情 報 と ゲ ノ ム 情 報 の

保 存 ） で す 。 シ ン ガ ポ ー ル で も 近 年 、 国 立 の バ イ オ バ ン ク を 設 立 し た ば か り と の こ

と で 、 特 に 事 前 か ら ツ ア ー 参 加 者 よ り 高 い 関 心 が 寄 せ ら れ て い ま し た 。 寳 澤 先 生 か

ら は 、 こ の 機 構 の 全 体 像 の 説 明 が あ り 、 バ イ オ バ ン ク 登 録 へ の リ ク ル ー ト 方 法 や 研

究 の 継 続 方 法 に つ い て 、 シ ン ガ ポ ー ル の 参 加 者 よ り 質 問 が あ り ま し た 。 麦 倉 先 生 か

ら は 、 バ イ オ バ ン ク の 重 要 な 医 療 情 報 の 一 つ 、 脳 M R I と 認 知 機 能 の 大 規 模 デ ー タ

の 提 示 が あ り 、 認 知 症 に つ い て 多 角 的 に 学 び た い 参 加 者 と の 議 論 が 喚 起 さ れ ま し た 。

メ デ ィ カ ル バ イ オ バ ン ク 機 構 ビ ル デ ィ ン グ の 中 で 、 健 診 参 加 者 が 使 う 各 検 査 室 等 、
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具 体 的 な バ ン ク の シ ス テ ム を 見 学 さ せ て も ら い 、 シ ン ガ ポ ー ル の 参 加 者 か ら は 、 訪

問 の 甲 斐 が あ っ た 、 と 感 想 を も ら い ま し た 。  

シ ン ガ ポ ー ル か ら の 来 訪 者 と 東 北 大 学 メ デ ィ カ ル ・ メ ガ バ ン ク 機 構 に つ い て の 意 見

交 換 で は 、 三 世 代 コ ホ ー ト に つ い て も 質 問 が 寄 せ ら れ ま し た  
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寳 澤 先 生 よ り バ イ オ バ ン ク 棟 の 案 内  
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麦 倉 先 生 よ り 健 診 で の M R I 撮 影 に つ い て 説 明  

7 月 8 日 （ 火 ）  

東 北 大 学 大 学 院 高 次 機 能 障 害 学 講 座   

神 経 心 理 学 、 行 動 神 経 学 、 そ し て 認 知 症 の 臨 床 医 学 講 座 で も あ る 同 講 座 の ス タ ッ フ

か ら は 、 認 知 症 疾 患 の 患 者 さ ん を 診 察 ・ ケ ア す る 際 に 必 要 な 症 候 学 ・ 疾 患 知 識 の 整

理 に つ い て の 講 義 が 行 わ れ ま し た 。  

柿 沼 一 雄 助 教  

診 察 が 難 し い 症 候 と 言 わ れ る 言 語 症 状 に つ い て 、 患 者 さ ん の 話 す 音 声 や 書 字 の 録

音 ・ サ ン プ ル を 参 加 者 に 見 聞 き し て い た だ き 、 そ の 症 候 を ど の よ う に 考 え る か 、 対

話 方 式 で の 解 説 が あ り ま し た 。 言 語 症 状 は ほ と ん ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 影 響 し

て し ま う た め 、 参 加 者 に は 看 護 師 や 家 庭 医 も い ま し た が 、 改 め て 関 心 を 寄 せ て い ま

し た 。 参 加 者 は 講 義 内 容 と 自 分 の 経 験 し た 患 者 さ ん と 対 比 し て 考 え 、 言 語 症 状 に つ

い て 深 い 考 察 を す る こ と が で き た よ う で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

柿 沼 先 生 に よ る 講 義 の 風 景  



 17 

 

伊 関 千 書 講 師  

認 知 症 疾 患 で あ る も の の 、 国 際 的 に み て も 認 知 症 を 診 療 す る 内 科 系 が 慣 れ て い る と

は 言 え な い 疾 患 で あ る 「 特 発 性 正 常 圧 水 頭 症 （ ハ キ ム 病 ）」 に つ い て 講 義 が あ り ま

し た 。 長 期 の 地 域 住 民 コ ホ ー ト か ら の 画 像 診 断 や 疫 学 、 診 療 の ポ イ ン ト が 解 説 さ れ

ま し た 。 シ ン ガ ポ ー ル の 参 加 者 か ら は 、 画 像 診 断 の 普 及 率 が 日 本 よ り 恐 ら く 低 い こ

と が 問 題 に あ げ ら れ ま し た 。 ハ キ ム 病 の 画 像 の 自 動 解 析 A I （ Y a ma d a  S  e t  a l .  

2 0 2 4 ） な ど の 、 画 像 の 自 動 解 析 技 術 に つ い て 富 士 フ イ ル ム 伊 藤 広 貴 氏 に よ り 紹 介

も あ り 、 参 加 者 か ら 注 目 が 集 ま り ま し た 。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

伊 関 先 生 に よ る 講 義 風 景       
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2 0 2 5 年 7 月 9 日 （ 水 ）  

ス マ ー ト ・ エ イ ジ ン グ 学 際 重 点 研 究 セ ン タ ー 瀧 靖 之 研 究 室  

瀧 靖 之 教 授  

日 本 国 内 に お け る 脳 の 画 像 ス ク リ ー ニ ン グ の 現 状 や 、 研 究 室 の 研 究 の 概 要 に つ い て

紹 介 さ れ ま し た 。 シ ン ガ ポ ー ル で は 脳 ド ッ ク が 一 般 的 で は な い た め 、 参 加 者 の 募 集

や 、 得 ら れ る 効 果 ・ 影 響 に 至 る ま で 、 幅 広 い 議 論 と 意 見 交 換 が 行 わ れ ま し た 。 ま た 、

研 究 室 の M R I 施 設 の 見 学 が 行 わ れ 、 現 在 診 療 で 用 い ら れ て い る M R I 適 応 よ り さ ら

に そ の 活 用 範 囲 を 広 げ る 試 み に 、 参 加 者 が 強 い 関 心 を 示 し て い ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

瀧 靖 之 先 生 の 講 義 風 景  

 

曽 我 啓 史 助 教  

ス マ ー ト ・ エ イ ジ ン グ と い う テ ー マ の も と 、 産 学 連 携 に よ っ て 新 た な 社 会 的 価 値 の

創 出 を 目 指 し て い ま す 。 具 体 的 に 、 ス マ ー ト ・ エ イ ジ ン グ 学 際 重 点 研 究 セ ン タ ー で

行 わ れ て い る 「 食 事 ・ 栄 養 ・ 水 分 と 腸 ・ 脳 の 関 係 」 や 「 音 楽 ・ デ ジ タ ル 技 術 が 脳 に

与 え る 影 響 」 に 関 す る 研 究 の 講 義 が 行 わ れ ま し た 。 現 在 、 本 研 究 室 発 の ス タ ー ト ア

ッ プ 企 業 と の 共 同 研 究 に お い て 、 エ ク サ サ イ ズ と I o T デ バ イ ス の 融 合 に も 取 り 組 ん
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で お り 、 支 援 シ ス テ ム ・ 研 究 内 容 と も に 大 き な 興 味 を 惹 き ま し た 。 音 楽 教 室 を 開 催

し て い る 研 究 室 内 の 施 設 見 学 で も 、 参 加 者 か ら ど の よ う に 運 営 さ れ て い る か に 等 の

質 問 が 多 く 寄 せ ら れ ま し た 。  

 

 

曽 我 啓 史 先 生 の 講 義 風 景  

 

ま た 、 研 究 室 の 施 設 見 学 に お い て は 、 ス マ ー ト ・ エ イ ジ ン グ 学 際 重 点 研 究 セ ン タ ー

の 高 橋 芳 雄 先 生 、河 村 拓 史 先 生 に も ご 案 内 ・ 質 疑 応 答 で 大 変 お 世 話 に な り ま し た 。  
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東 北 大 学 病 院  加 齢 ・ 老 年 病 科 の 外 来 ・ 病 棟 診 療 の 見 学  

                                                                                                                                                     

白 海 雲 先 生 の 案 内 に よ り 、 加 齢 ・ 老 年 病 科 の 外 来 に お い て 、 実 際 に 患 者 さ ん の 問 診

や 診 察 を す る 様 子 も 同 時 通 訳 を 交 え て 見 学 し ま し た 。 特 に 、 日 本 で は 2 0 2 4 年 か ら

行 っ て い る 新 規 作 用 を 持 つ 抗 ア ミ ロ イ ド β 抗 体 薬 の 治 療 は 、 シ ン ガ ポ ー ル で は

2 0 2 5 年 6 月 頃 よ り 投 与 で き る よ う に な っ た た め 、 参 加 者 か ら 、 患 者 さ ん や 家 族 へ

の 説 明 方 法 や 、 薬 剤 の 効 果 、 治 療 継 続 意 思 の 確 認 等 に つ い て 、 実 践 的 な 多 く の 質 問

が 寄 せ ら れ 、 活 発 な 意 見 交 換 が さ れ ま し た 。 抗 ア ミ ロ イ ド β 抗 体 薬 の 点 滴 を 実 際

に 投 与 す る 手 順 も 見 学 し ま し た 。  

 

同 科 の 病 棟 の 見 学 で は 、 日 本 の 入 院 診 療 に 関 す る 一 般 的 な 質 問 が 寄 せ ら れ ま し た 。

見 学 に 同 行 し て い た 東 北 大 学 医 学 部 学 生 に 対 し て も 、 日 本 の 医 学 教 育 制 度 や 学 生 生

活 に 関 す る 質 問 が あ り ま し た 。  

 

 

白 海 雲 先 生 の 外 来 診 療 見 学  

 

中 瀬 泰 然 准 教 授  
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中 瀬 先 生 よ り 、 加 齢 ・ 老 年 病 科 に お け る 抗 ア ミ ロ イ ド β 抗 体 薬 の 使 用 状 況 、 患 者

さ ん へ の 説 明 方 法 、 薬 価 、 治 療 効 果 等 に つ い て の 説 明 が あ り ま し た 。 こ れ か ら 同 薬

を 初 め て 使 用 す る 予 定 で あ る シ ン ガ ポ ー ル の 医 師 ら と 、 活 発 な 意 見 交 換 が 行 わ れ ま

し た 。  

 

中 瀬 泰 然 先 生 の 講 義 風 景  

 

シ ン ガ ポ ー ル か ら の 参 加 者 と 東 北 大 学 医 学 部 学 生 が 中 瀬 泰 然 先 生 を 囲 ん で  
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2 0 2 5 年 7 月 10 日 （ 木 ）  

東 北 大 学 ス マ ー ト ・ エ イ ジ ン グ 学 際 重 点 研 究 セ ン タ ー 見 学  

 

オ ガ ワ 淑 水 助 教  

日 本 が 直 面 し て い る 高 齢 化 、 核 家 族 化 に 伴 う 問 題 の 解 決 を 目 指 し た 研 究 が 紹 介 さ れ

ま し た 。 特 に 、 高 齢 者 の 半 数 は 社 会 的 活 動 を し て い な い 、 す な わ ち 社 会 的 参 加 が 乏

し い と い う 事 実 が あ る そ う で す 。 オ ガ ワ 先 生 ら が 、 ス マ ー ト エ イ ジ ン グ を 目 指 す 国

際 研 究 で あ る 、 日 欧 共 同 仮 想 コ ー チ ン グ シ ス テ ム ( e -V i T A ,  E U -J a p a n  V I R T UA L  

C OA C H  F OR  S M A R T  A G E I NG ） を 立 ち 上 げ 、 ロ ボ ッ ト や I o T を 活 用 し 、 高 齢

者 を 地 域 社 会 へ 参 画 さ せ る 実 証 実 験 を 行 っ て お り 、 地 域 で の 認 知 症 者 や 高 齢 者 の ケ

ア に 興 味 を も っ て い る 今 回 の 参 加 者 達 と 質 疑 応 答 が 行 わ れ ま し た 。  

 

オ ガ ワ 先 生 の 講 義 風 景  

 

Y e g a n g  D u 助 教  

高 齢 者 の 社 会 参 画 を サ ポ ー ト す る た め の ロ ボ ッ ト 開 発 が 紹 介 さ れ ま し た 。 こ の ユ ニ

ー ク な ダ ル マ 型 の ロ ボ ッ ト は 、 使 用 者 の 興 味 や 嗜 好 に 合 っ た 情 報 を 提 供 す る こ と に
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よ っ て 、 生 活 を サ ポ ー ト し ま す 。 参 加 者 と は 、 社 会 実 装 す る 上 で の 課 題 や 、 地 域 や

企 業 と の 連 携 の デ ザ イ ン に つ い て 活 発 な 議 論 が あ り ま し た 。  

 

D u 先 生 に よ る 講 義 風 景  

 

 

舘 脇 康 子 講 師  

Be n j a mi n  T h yr e a u 助 教  

 

核 磁 気 共 鳴 画 像 （ M R I ） を 中 心 と し た ヒ ト の 脳 画 像 解 析 研 究 が 紹 介 さ れ ま し た 。 こ

れ ま で 同 研 究 室 で は 、 2 0 0 0 人 以 上 の 脳 画 像 に よ る 深 層 学 習 か ら 、 海 馬 や 灰 白 質 の

体 積 変 化 や 微 小 出 血 を 推 定 す る な ど 、 様 々 な ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 成 果 が 出 て い ま す 。

現 在 は 認 知 症 疾 患 に 関 す る 新 た な 計 測 法 の 開 発 が 行 わ れ て お り 、 参 加 者 が 大 き な 関

心 を 寄 せ て い ま し た 。 質 疑 応 答 で は 、 日 本 に お け る M R I と 脳 ド ッ ク の 普 及 率 の 高

さ が 、 世 界 で み て も 比 類 な く 、 脳 画 像 研 究 が 進 ん で い る と 確 認 さ れ ま し た 。  
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舘 脇 先 生 、 Be n j a mi n 先 生 に よ る 講 義 風 景  
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2 0 2 5 年 7 月 10 日 （ 木 ）  

 

東 北 大 学 病 院 耳 鼻 咽 喉 ・ 頭 頸 部 外 科 、 東 北 大 学 病 院 国 際 医 療 セ ン タ ー  

香 取 幸 夫 教 授  

 

東 北 大 学 病 院 耳 鼻 咽 喉 ・ 頭 頸 部 外 科 の 専 門 外 来 「 聞 こ え の 外 来 」（ 難 聴 外 来 ） を 訪

れ 、 診 察 室 、 聴 覚 検 査 室 の 見 学 に 加 え て 、 言 語 聴 覚 士 の 佐 藤 剛 史 先 生 の 案 内 に よ り

耳 音 響 放 射 検 査 を 参 加 者 に 体 験 し て も ら い ま し た 。 香 取 先 生 か ら は 、 近 年 、 難 聴 の

有 病 者 が 増 加 し て い る こ と 、 難 聴 と 認 知 機 能 低 下 の 関 連 が 明 ら か に さ れ て い る こ と

等 に つ い て 講 義 を 受 け 、 質 疑 応 答 が あ り ま し た 。 特 に 、 難 聴 患 者 が 補 聴 器 を 購 入 す

る 場 合 の 助 成 金 の シ ス テ ム が シ ン ガ ポ ー ル と 日 本 で 異 な る こ と が 取 り 上 げ ら れ て い

ま し た 。 シ ン ガ ポ ー ル で は S e n i o r や s '  M o b i l i t y  a n d  E n a b l i n g  F u n d （ S M F ） と

呼 ば れ る 基 金 に よ っ て 高 齢 者 全 員 が 補 聴 器 購 入 の 補 助 を 受 け る こ と が で き る そ う で

す 。 一 方 、 日 本 の 補 聴 器 購 入 時 の 助 成 制 度 は 全 国 的 な シ ス テ ム で は な く 、 市 町 村 毎

の 制 度 と な っ て い て 、 地 域 格 差 や 高 齢 者 に 手 続 き に 関 す る 複 雑 な 情 報 が 行 き 届 か な

い と い う 問 題 が あ り ま す 。 ま た 、 高 齢 の 難 聴 者 で は 雑 音 を 無 視 で き る 能 力 が 低 下 し

て お り 、 適 切 な 補 聴 器 の 処 方 と 調 整 が な さ れ な い と 、 満 足 し た 使 用 が 広 が り に く い

と い っ た 、 国 際 的 に 共 通 の 問 題 も あ る こ と が わ か り ま し た 。  
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 聞 こ え の 外 来 の 見 学             

 

 

 

 

 

 

 

 

香 取 先 生 の 講 義 と 参 加 者 と の 議 論  
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香 取 幸 夫 先 生 を 囲 ん で 参 加 者 と   
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7 月 1 1 日 （ 金 ）  

東 北 大 学 病 院  臨 床 研 究 推 進 セ ン タ ー （ C R I E T O ）  

青 木 正 志 セ ン タ ー 長 （ 東 北 大 学 医 学 部 脳 神 経 内 科 教 授 ）   

青 木 正 志 教 授 に よ る 挨 拶 の 後 、 船 坂 龍 善 講 師 、 山 田 莉 那 助 教 に よ る セ ン タ ー の シ ス

テ ム 、 研 究 推 進 の 実 例 に つ い て 紹 介 さ れ ま し た 。 シ ン ガ ポ ー ル の 参 加 者 か ら は 国 ま

た は 大 学 に よ る 研 究 推 進 制 度 と そ の サ イ ク ル （ 何 年 の プ ロ ジ ェ ク ト で あ る か ） 等 に

つ い て 質 問 が 寄 せ ら れ ま し た 。 ま た 、 日 本 と シ ン ガ ポ ー ル S i n H e a l t h  a n d  D u ke  

NUS に よ る 国 際 共 同 研 究 は 現 在 な い た め 、 今 後 ぜ ひ 我 々 ２ つ の 国 と 東 北 大 学 も こ

れ ら を 企 画 し て ゆ き た い と い う 希 望 に 繋 が り 、 こ の ミ ー テ ィ ン グ を 終 え ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青 木 正 志 先 生 、 船 坂 龍 善 先 生 、 山 田 莉 那 先 生 に よ る C R I E T O の 紹 介  
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C R I E T O を 訪 問 し た シ ン ガ ポ ー ル か ら の 参 加 者 と の 記 念 撮 影  
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東 北 大 学 鈴 木 匡 子 名 誉 教 授  

（ 東 北 大 学 大 学 院  高 次 機 能 障 害 学  前 教 授 ）   

鈴 木 匡 子 先 生 か ら は 、 神 経 心 理 学 的 診 察 ・ ア プ ロ ー チ を 行 う と 、 認 知 症 診 療 が ど の

よ う に 深 め ら れ 、 臨 床 研 究 に も つ な が る か に つ い て 講 演 が 行 わ れ 、 参 加 者 と の 議 論

が 喚 起 さ れ ま し た 。 例 え ば 、 レ ヴ ィ ー 小 体 型 認 知 症 で は 、 特 徴 的 な 症 候 で あ る 視 覚

性 誤 認 を 利 用 し て 鑑 別 診 断 を 行 う 検 査 の 開 発 や 、 視 覚 性 誤 認 の 背 景 に あ る 様 々 な 認

知 機 能 障 害 に つ い て の 研 究 が 紹 介 さ れ ま し た 。 脳 の 後 方 に 病 巣 が あ る 変 性 疾 患 に お

い て 、 日 本 語 な ら で は の 書 字 障 害 に つ い て の 研 究 成 果 も 紹 介 さ れ ま し た 。 シ ン ガ ポ

ー ル の 脳 神 経 内 科 医 師 や 心 理 士 か ら 、 診 察 や 検 査 に つ い て 活 発 な 質 問 が あ り ま し た 。

認 知 症 研 究 も 欧 米 言 語 で の 知 見 が 主 流 と な っ て い ま す が 、 日 本 も シ ン ガ ポ ー ル も 欧

米 言 語 以 外 の 母 語 を 持 つ の で 、 各 言 語 特 有 の 症 候 を 捉 え て 診 断 ・ 研 究 へ 繋 げ て い く

こ と の 重 要 性 を お 互 い に 再 認 識 し ま し た 。 今 後 、 研 究 者 の 交 流 を 深 め て い く 具 体 的

な 提 案 が な さ れ て 終 了 と な り ま し た 。  

 

シ ン ガ ポ ー ル 参 加 者 と 鈴 木 匡 子 先 生 （ 左 か ら 4 人 目 ） を 囲 ん で  

 

  



 31 

最 後 に  

 

各 講 座 の 先 生 方 を 始 め 、 サ ポ ー ト を い た だ い た 全 て の 関 係 者 の お 陰 を 持 ち ま し て 、

7 名 の シ ン ガ ポ ー ル か ら の ス タ デ ィ ツ ア ー を 東 北 大 学 と 東 北 大 学 病 院 で 受 け 入 れ る

こ と が で き ま し た 。 医 学 部 6 年 安 生 温 大 さ ん 、 医 学 部 3 年 加 藤 慎 一 朗 さ ん は 、 自 ら

参 加 し な が ら 、 シ ン ガ ポ ー ル か ら の 参 加 者 の 補 助 を 担 っ て く れ ま し た 。 東 北 大 学 大

学 院 高 次 機 能 障 害 学 講 座 ス タ ッ フ か ら は 、 応 援 、 食 事 な ど の 手 配 、 プ ロ グ ラ ム 準 備

な ど の き め 細 か い 事 務 的 な 支 援 を 頂 き ま し た 。  

 

そ し て 何 よ り も ス タ デ ィ ツ ア ー 訪 問 先 に 東 北 大 学 ・ 東 北 大 学 病 院 を 選 ん で 下 さ っ た

シ ン ガ ポ ー ル の チ ー ム に 感 謝 を い た し ま す 。 今 回 事 務 局 の 高 次 機 能 障 害 学 ・ 伊 関 千

書 が 、 シ ン ガ ポ ー ル 医 師 S i mo n  T i n g  K a n g  S e n g  と 友 人 で あ っ た こ と か ら の 御 縁

で し た 。 チ ー ム の 皆 さ ん か ら 「 東 北 大 学 は 今 ま で そ れ ほ ど 知 ら な か っ た が 、 研 究 の

規 模 と 継 続 力 、 社 会 や 地 域 と の 関 係 性 構 築 ・ 社 会 実 装 力 の 高 さ に 驚 き ま し た 。 こ れ

か ら も 東 北 大 学 、 東 北 大 学 病 院 や 研 究 者 の 皆 さ ん と 意 見 交 換 な ど を 続 け て い き た

い 。」 と メ ッ セ ー ジ を も ら い ま し た 。  

 

文 責 ： 伊 関 千 書  （ 高 次 機 能 障 害 学 ）  

 

 

 


